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十
二
月
十
五
日
か
ら
十
六
日

ま
で
平
成
二
十
三
年
の
第
四
回

定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

◎
二
十
二
年
度
決
算
認
定

　

平
成
二
十
二
年
度
の
一
般
会

計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
認
定

は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
長
か

ら
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
意

見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。︵
八

～
九
ペ
ー
ジ
参
照
︶

　
◎
産
建
福
祉
委
員
会
調
査
報
告

　

産
建
福
祉
常
任
委
員
長
か
ら

「
農
地
の
集
積
に
つ
い
て
」
の

所
管
事
務
調
査
報
告
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。︵
十
ペ
ー

ジ
参
照
︶

◎
指
定
管
理
者
の
指
定

　

温
泉
施
設
・
自
動
車

学
校
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ

沼
田
開
発
公
社
・
沼
田

交
通
教
育
協
会
・
沼
田

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
し
ま
し
た
。

　

指
定
期
間
は
三
年
で

す
が
、自
動
車
学
校
は
、

来
年
度
の
経
営
統
合
を

考
慮
し
て
一
年
と
し
ま

し
た
。

　
◎
補
正
予
算

◦
中
小
企
業
緊
急
対
策

利
子
補
給
に
七
百
万

円
増

◦
退
職
職
員
の
労
働
審

判
が
結
審
し
、
町
側

の
主
張
通
り
の
六
十

五
万
四
千
円
追
加

　

そ
の
ほ
か
、
一
般
・

特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
に

不
用
額
の
精
査
を
行
い

ま
し
た
。

平成23年
第4回定例会
12月15〜16日

第7回臨時議会
◎給与条例の改正
　人事院勧告に準拠して、職員及び特別職の
給与を下げました。
　若い職員の給与は据え置き、ベテラン職員
ほど下がる仕組みにしました。

ＴＰＰ「関係国との協議開始」に関する意見書
昨年11月11日に野田総理は「ＴＰＰ協定交
渉参加に向けて関係国と協議を開始する」と
表明しました。
ＴＰＰ協定が締結されると、農業ばかりで
なく、あらゆる分野での影響が出てきます。
道民・国民の同意のないままＴＰＰ協定に
参加しないことを強く重ねて要望しました。

原発依存からの脱却を求める陳情書
福島原発事故を受けて色々な意見が新聞・

テレビで報道されています。
沼田町議会では、時流に流されず冷静な判

断が必要と考え、総務民教常任委員会にこの
陳情書の成否について付託しました。
委員会での議論を経て、３月定例会で審議

されます。

第1回臨時議会
◎専決処分の承認
　スキー場の圧雪車が経年劣化（18年経過）
により使えなくなり、急きょリース契約で急
場を凌ぎました。
　次年度は買替が必要です。

11月28日 1月12日

可決され
た意見書

付託され
た陳情書
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町民皆様には平成24年の幕開けをご家族ご一
緒に迎えられお慶びのことと存じます。
さて、年来の願いでありました議会改革につ

きまして、議会運営委員会の議を経てその骨格が
まとまりました。
その内容は、議会と町民の距離を少しでも縮

めたいという願望から派生したものであります。
特に議会懇話会は、町民の企画に議会が出向

いて説明責任を果たすというものであり、よりタ
イムリーに、より話しやすい雰囲気で開きたいと
考えています。
しかしながら、なにぶん初めてのことであり、

道内でも類例をみないことから、手探りでの開催
になると思います。その点はご容赦ください。
これからも町民・行政・議会が一体となって

いけるように不断の努力をいたしますので、この
企画にご賛同いただき、是非呼んで下さるように
お願いします。

議会懇話会
町民団体の企画による議会との懇話会を考えてい
ます。
申し込んで頂いて議会が出向く形をとります。
部分的には議会報告・陳情会の要素も含まれます。
議員の日程調整の関係もあり、10日前くらいの時
間はください。
詳しくは、議会事務局か議員に問い合わせて下さ
い。

議会傍聴勧奨
今まで、議会ホームページと防災無線での傍聴案
内でした。
次回から一般質問の内容をチラシの形で告知しま
す。

質問席の設置
議員による一般質問は、今まで自席からでした。
次回からはより理事者とより向かいあえる形に改
めます。

議会をより身近なものに
議 長　杉 本 邦 雄

今
年
も
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

漢
字
一
文
字
で
表
現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

は
て
、
そ
の
真
意
は
・
・
・
・
・
・

是
非
、
直
接
本
人
に
聞
い
て

あ
げ
て
下
さ
い
。

興
均

蛾 煌

翔

査

潮

結

心

時

貫
菅原局長

気
吉田書記

告知 議会改革でこんなことやります（*_*）
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入
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

当
時
私
も
議
会
事

務
局
と
し
て
、
常
任

委
員
会
で
の
論
議
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
本
的
な

姿
勢
は
議
員
と
一
緒
で
す
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
総
合

教
育
計
画
を
策
定
中
で
す
。
一

貫
教
育
の
導
入
は
総
合
計
画
の

中
で
も
明
示
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。

　

今
、
小
学
校
の
校
舎
が
建
設

中
で
、
二
十
四
年
度
中
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
残
し
完
成
し
ま
す
。

　

二
十
五
年
度
か
ら
、
順
次
取

り
組
み
が
出
来
る
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

教
育
長

一
貫
教
育
の
導
入
を

契
機
と
し
て
、
幼
稚

園
も
含
め
小
さ
な
町
な
ら
で
は

の
教
育
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

十
年
間
を
通
し
て
キ
メ
の
細

か
な
学
習
指
導
と
生
徒
指
導
を

目
標
に
、
十
五
の
春
を
見
据
え

た
教
育
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

　

現
在
策
定
し
て
い
る
総
合
教

育
計
画
の
中
に
、
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
盛
り
込
ん
で
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

町
長
へ
の
一般
質
問

問
　
過
去
四
年
間
の
総
務
文

教
常
任
委
員
会
（
現
在
は

総
務
民
教
）
の
所
管
調
査
報
告

で
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
導
入

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る

と
二
度
に
わ
た
り
報
告

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
中
学
校

で
も
始
ま
る
新
学
習
指

導
要
領
で
は
、
児
童
生

徒
の
社
会
へ
の
順
応
性

や
協
調
性
、
判
断
力
や

行
動
力
の
育
成
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
手
段
と

し
て
、
生
活
指
導
や
学

力
向
上
に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
る
一
貫
教
育
の

準
備
を
す
す
め
早
期
導

問
　
昨
年
と
本
年
に
渡
り
、

商
工
会
を
中
心
と
し
た
雪

を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
雪

夏
祭
」
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の

人
達
が
町
内
外
か
ら
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。
雪
の
町
、
沼
田

町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
う
え
で
有

効
な
事
業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

事
業
の
継
続
に
向
け
て
は
予
算

の
対
応
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
又
、
会
場
の
場
所
に
つ
い
て

市
街
地
の
遊
休
地
を
利
用
す
る

事
で
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
来
た

以
上
に
参
加
人
数
の
増
加
が
期

待
で
き
、
商
工
振
興
の
効
果
も

あ
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
事
業
継
続
の
考
え
が

あ
る
の
か
。

　

来
年
度
以
降
の
体

制
に
つ
い
て
は
、
正

式
な
話
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
お

話
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
を
盛
り

上
げ
る
、
更
に
利
雪
の
推
進
の

面
も
含
め
て
、
定
着
出
来
る
も

の
な
ら
ば
継
続
し
て
頂
き
た
い

の
が
私
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
事
業
は
、
相
当
の

事
業
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
ど
の
様
な
規
模
と
財

源
で
行
う
の
か
も
聞
い
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
正
式
な
話
が
来
た

段
階
で
充
分
に
意
見
交
換
を
し
、

考
え
て
い
き
た
い
。

　

会
場
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
場
所
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
反
省
の
中
で
、
商
工
振

興
を
考
え
る
と
市
街
地
の
開
催

を
望
む
声
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
も
含
め
て
協
力
し
た
い
と

お
も
い
ま
す
。

高田　勲
議員

長原　誠
議員

地
域
活
性
化
の
為
の

 

利
雪
事
業
の
継
続
が
で
き
な
い
か

事
業
の
計
画
要
望
を
踏
ま
え
考
え
ま
す

問答

学
力
向
上
に
効
果
が
あ
る
︑

 
小
中一貫
教
育
を
導
入
を
し
て
は

二
年
後
を
目
途
に
、

�
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
す
す
め
て
行
く

問答

更にきめの細かな教育が求められている
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問
　
町
長
は
沼
田
町
の
将
来

の
病
院
を
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　
今
、
沼
田
町
の
病
院
は
、
建

て
替
え
と
、
赤
字
の
問
題
を
か

か
え
て
い
ま
す
。

　
で
も
「
廃
止
す
れ
ば
い
い
」

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
か

ら
病
院
を
無
く
さ
ず
継
続
で
き

る
方
法
を
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
旭
寿
園
は
、
常
に

三
十
人
ほ
ど
の
入
園
待
ち
が
お

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
か
つ
て
厚

生
病
院
は
ベ
ッ
ド
が
七
十
四
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
半
分
ほ
ど

を
入
院
用
に
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
残
り
の
ベ
ッ
ド
を
、
旭
寿

園
に
入
園
で
き
ず
に
待
っ
て
い

る
方
に
療
養
型
で
使
っ
て
い
た

だ
き
、
満
室
で
運
営
す
れ
ば
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
現
在
の
外

科
や
皮
膚
科
な
ど
を
無
く

し
て
、
療
養
型
と
内
科
の

二
本
立
て
に
す
れ
ば
、
現

在
の
赤
字
の
問
題
な
ど
も

解
決
に
向
か
う
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

厚
生
病
院
は

厚
生
連
が
運
営

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
私

が
言
え
る
答
弁
に
は
限
界

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
の
厚
生
病
院
は
七

十
四
床
の
う
ち
療
養
病
床
三
十

二
床
は
休
床
し
、
四
十
二
床
で

一
般
病
床
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
療
養
と
一
般

を
両
方
持
つ
と
施
設
内
を
二
つ

に
分
け
、
ス
タ
ッ
フ
も
二
つ
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

改
修
経
費
と
人
件
費
か
ら
療
養

を
休
止
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
制
度
改
正
後
、
療
養

が
一
般
よ
り
入
院
基
本
料
金
が

低
い
た
め
、
全
国
の
療
養
病
床

は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
の
で

す
。

　

同
様
に
療
養
と
内
科
だ
け
に

し
ま
す
と
入
院
基
本
料
金
が
安

く
な
り
、
赤
字
も
町
の
持
ち
出

し
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
医
師
不
足
と
建
て
替

え
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
度
に
は
内
部

や
関
係
者
の
協
議
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

問
①
ご
は
ん
給
食
は
「
あ
た

た
か
い
ご
は
ん
」「
炊
き

立
て
」「
地
産
地
消
」「
完
全
給

食
」
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
同

時
に
成
立
さ
せ
る
妙
案
と
思
う

が
？

②
仮
に
改
修
工
事
が
四
百
五

十
万
円
か
か
っ
て
も
、
五
年

利
用
す
れ
ば
一
年
当
た
り
九

十
万
円
で
町
民
の
幸
福
が
築
け

る
が
？

③
行
政
が
整
え
た
設
備
で
民
間

が
「
炊
飯
」
や
「
配
送
」
を
行

え
ば
雇
用
の
創
出
に
な
り
、
民

間
の
設
備
投
資
リ
ス
ク
も
回
避

で
き
る
と
思
う
が
？

④
机
上
の
議
論
の
他
に
実
験
と

し
て
、
二
週
間
ほ
ど
中
学
校
の

家
庭
科
室
で
炊
飯
し
中
学
生
の

反
応
を
見
る
の
は
い
か
が
か
？

⑤
本
件
の
助
成
金
は
あ
る
か
？

⑥
文
科
省
通
知
の
「
学
校
の
米

飯
給
食
の
推
進
」へ
の
見
解
は
？

⑦
「
ご
は
ん
給
食
」
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、賛
成
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
？

　

検
討
委
員
会
の
報

告
後
に
対
応
す
る
。

教
育
長

①
意
義
は
あ
る
が
、

施
設
と
経
費
の
問
題

を
検
討
中
で
す
。

②
答
申
を
待
っ
て
対
応
し
ま
す
。

③
商
工
振
興
は
視
点
に
無
い
。

④
単
発
な
ら
可
能
で
す
。

⑤
「
学
校
給
食
施
設
環
境
改
善

交
付
金
」
は
本
件
に
該
当
し
ま

せ
ん
。

⑥
今
も
ご
は
ん

持
参
し
て
い
る
。

⑦
七
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え

て
い
ま
す
。

沼
田
町
の
将
来
の
病
院
を

療
養
型
と
内
科
の
二
本
立
て
に
し
て
は

来
年
度
、協
議
の
必
要
が
あ
る

問答

沼田厚生病院の快適な人間ドッグ用の待合室

12月19日、北空知4町の議員で
給食を試食し、意見交換をしました

絵内勝己
議員

久
保
元
宏
議
員
︑そ
の
ほ
か
の
質
問

問
ガ
駆
除
を
ど
の
よ
う
に
予
算
す
る
か

答
予
算
で
公
共
施
設
の
駆
除
を
行
う

問
商
店
街
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
せ
よ

答
定
住
促
進
の
み
に
助
成
す
る

久保元宏
議員

ご
は
ん
給
食
は
︑ど
う
な
り
ま
し
た
か

検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
た
後
、対
応
す
る

問答



体
的
に
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
方
向
は
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

来
年
完
成
す
る
小
学
校
の
建

設
に
併
せ
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
子
供

た
ち
、
町
民
が
身
近
な
と
こ
ろ

で
見
て
い
た
だ
く
工
夫
を
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

6

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

 

自
給
で
き
る
町
づ
く
り
を

今
後
の
町
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
考
え
て
行
き
た
い

問答問
　
今
年
の
震
災
後
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
沼

田
町
に
は
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

る
が
、
さ
ら
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
給

で
き
る
町
に
す
べ
き

と
思
う
。　

安
定
的

な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
確
保
と
い
う

こ
と
に
関
し
て
は
私

も
必
要
性
を
感
じ
ま

す
が
、
ど
こ
ま
で
出

来
る
か
と
い
う
疑
問

と
色
ん
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
は
念

頭
に
置
い
て
町
づ
く

り
を
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
具

問
　
今
年
度
、
化
石
館
の
入

館
者
数
が
増
加
し
た
が
、

移
設
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果

と
、
化
石
の
発
掘
を
、
体
験
学

習
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る

増
加
と
考
え
ら
れ
、
来
年
以
降

も
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
発
掘
資
源
に
は
限

界
が
有
り
ま
す
し
、
河
川
の
増

水
に
影
響
な
く
安
全
に
発
掘
体

験
が
出
来
る
様
に
な
る
事
も
重

要
と
考
え
ま
す
。

　
観
光
資
源
的
な
考
え
と
教
育

施
設
的
な
考
え
の
両
面
か
ら
化

石
館
と
化
石
発
掘
現
場
の
将
来

構
想
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　

発
掘
体
験
の
希
望

者
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
今
年
度
は
約
二
千
人
が

発
掘
体
験
を
目
的
に
沼
田
町
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
受
け
入
れ
に
学

芸
員
が
四
十
日
程
度
貼
り
付
け

に
な
り
ま
す
の
で
、
学
芸
員
本

来
の
仕
事
が
出
来
無
い
で
居
る

現
実
も
あ
り
、
体
験
学
習
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
ま
ま

で
い
い
か
、
考
え
て
い
る
処
で

す
。

　

新
た
な
化
石
発
掘
場
所
に
つ

い
て
は
、
現
在
の

化
石
発
掘
体
験
場

所
が
降
雨
の
時
は

別
と
し
て
、
ま
だ

ま
だ
使
用
で
き
ま

す
の
で
、
少
し
先

送
り
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
来

化
石
は

文
化
財
で
す
の

で
、
保
全
と
活
用

を
両
面
か
ら
、
原

点
に
立
ち
返
っ
て

考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
発
掘
だ
け

が
全
て
で
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
見
せ
方
の
工

夫
な
ど
を
す
れ
ば
も
っ
と
ワ
ク

ワ
ク
す
る
よ
う
な
体
験
が
出
来

る
気
が
し
ま
す
。

　

十
年
以
上
新
し
い
化
石
が
発

掘
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
学

芸
員
の
先
生
に
は
夏
の
間
、
そ

の
事
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

沼
田
町
の
化
石
館
と
し
て
新

し
い
魅
力
作
り
が
必
要
と
考
え

ま
す
し
、
観
光
と
地
域
振
興
、

教
育
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

上野敏夫
議員

渡辺敏昭
議員

風力発電

化
石
館
と
化
石
発
掘
現
場
の

将
来
構
想
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か

新
し
い
魅
力
作
り
と
観
光
と
地
域
振
興
、

�

教
育
の
バラ
ン
ス
が
必
要

問答

好評な
化石発掘体験学習



問
　
沼
田
厚
生
病
院
は
、
恒

常
的
な
赤
字
経
営
と
な
り
、

赤
字
分
の
全
額
を
沼
田
町
で
補

填
し
て
い
ま
す
。
特
別
交
付
金

で
の
助
成
が
あ
り
、
助
か
っ
て

は
い
ま
す
が
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
三
年
間
の
沼
田
町
の
純

手
出
し
部
分
は
い
か
ほ
ど
か
。

　
一
方
で
、
沼
田
町
民

が
沼
田
厚
生
病
院
に
支

払
っ
て
い
る
個
人
負
担

部
分
は
い
か
ほ
ど
か
。

　
そ
の
手
出
し
部
分
を

町
が
助
成
し
て
、「
沼

田
町
民
は
沼
田
厚
生
病

院
の
医
療
費
無
料
」
と

し
た
場
合
、
患
者
の
増

加
や
国
保
会
計
へ
の
影

響
・
特
別
交
付
金
の
動

向
な
ど
を
勘
案
す
る
と

ど
う
な
る
か
。

　
こ
の
政
策
は
、
移
住

定
住
政
策
の
切
り
札
と
し
て
も

ビ
ッ
ク
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
な
る

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長

平
成
二
十
二

年
の
町
の
純

手
出
し
部
分
は
六
千
七
百
万
円

を
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
町
民
の
自
己
負
担
部

分
は
三
千
九
百
万
円
で
す
。

　

ご
指
摘
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
試
算
し
ま
す
と
、
町
民
の

手
出
し
部
分
は
ゼ
ロ
と
な
り
、

町
の
手
出
し
部
分
は
患
者
が
二

十
％
増
え
る
と
仮
定
し
て
八
千

六
百
万
円
の
手
出
し
と
な
り
ま

す
。

　

お
金
を
厚
生
連
に

出
す
の
で
は
な
く
、

町
民
に
出
す
と
い
う
発
想
は
解

り
ま
す
が
、
無
料
な
る
が
故
の

過
剰
診
療
な
ど
で
医
療
費
が
か

さ
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

や
は
り
行
政
と
し
て
は
、
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
病
気
に
お
金

を
か
け
る
よ
り
も
、
予
防
や
早

期
治
療
に
誘
導
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
に

つ
い
て
は
、
別
途
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

津川　均
議員

問
　
各
市
長
村
と
も
人
口
減

少
に
は
頭
を
な
や
め
て
い

る
所
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
町

も
三
千
六
百
人
を
切
り
そ
う
な

勢
い
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
年
に
七
〇
〜
八
〇
人
減
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
減
少
を
ど
こ
ま
で
黙
認

で
き
る
の
か
、
沼
田
町
単
独
で

行
政
を
や
っ
て
い
け
る
ラ
イ
ン

は
何
人
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
企
業
誘
致
や
移

住
定
住
、
高
齢
者
、
子
育
等
々

い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
講
じ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
成
果

が
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
長

に
な
ら
れ
て
半
年
が
過
ぎ
、
や

り
た
い
事
、
新
し
い
政
策
を
少

し
で
も
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
に
つ

い
て
は
私
も
大
変
憂

慮
を
し
て
い
ま
し
て
何
と
か
出

来
な
い
も
の
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
ず
住
ん
で
い
る
人
が
基

本
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
議
論

し
て
基
本
的
に
は
沼
田
町
を
無

く
し
て
い
か
な
い
思
い
を
堅
持

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
一
方
で
、

北
空
知
の
中
で
広
域
的
な
連
携

を
模
索
し
、
財
政
的
な
負
担
減

も
含
め
て
考
え
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

政
策
的
に
は
積
極
的
な
人
口

増
に
む
け
今
後
、
大
き
な
事
業

な
り
労
力
を
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
魅
力
的
な
住
宅
の
整
備
に
よ

り
、
若
い
人
た
ち
が
安
心
し
て

住
み
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で

き
る
環
境
整
備
を
順
次
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
今
後
、
町
を
ど
う

す
る
か
を
含
め
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
な
ど
の
内
部
検
討
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
支
払
う
沼
田
厚
生
病
院
の

 

医
療
費
を
無
料
に
せ
よ

予
防
や
早
期
治
療
に
こ
そ
お
金
を
か
け
る
べ
き
だ

問答

人
口
減
少
に

 

歯
止
め
を
か
け
る
為
の
政
策
は
何
か

魅
力
的
な
住
宅
整
備
、子
育
て
環
境
整
備
を
考
え
た
い

問答

中村保夫
議員

7

子育て住宅の整備が待たれる

今日はいくら?



8

平成２2年度
決算等審査特別委員会

委 員 長　津川　均
副委員長　長原　誠10月２4日～２8日

平
成
二
十
二
年
度
の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
算
審
査
は
、
当
該
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

政
策
提
言
等
を
次
年
度
の
予
算
に
反
映
す
べ
く
、
予
算
立
案
前
の
十
月
に
例

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
日
間
に
渡
り
審
査
が
行
わ
れ
、
右
記
の
意
見
を
付
し
て
原
案
通
り
認
定

い
た
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
総
括
質
疑
と
答
弁
は
次
の
通
り
で
す
。

一般会計決算認定に付した意見
　限られた予算のなかで、各課各職員が住民サービスに鋭意努力をしてい
る事は議会としても十分に理解を示す所でありますが、健全財政と住民サ
ービスレベルを維持しつつ、地場産業の活性化等一層の努力を望みます。

⑴　住民健診の受診率について
　特定健診については現況受診率が４０％程度と当初目標とした受診率と
は乖離しております。受診率の向上は病気の早期発見と後期高齢者支援
金の負担を軽減するためにも極めて重要であります。住民へのＰＲ活動
を強化し、周知徹底を図り、受診率向上に努めるよう望みます。

⑵　就農支援実習農場の運営について
　就農支援農場については本来の目的である就農支援を主眼に置き、国
の助成に頼り過ぎずに収支均衡を図ることができるよう、体制整備を望
みます。

⑶　介護保険金給付ミスについて
　介護給付費財政調整交付金の申請ミスにより、1,２９８千円の歳入見込
みが立っていないことは極めて遺憾であります。
　チェック機能の強化を図ると共に、善処をもとめます。

水道事業会計決算認定に付した意見
　平成２２年度は給水戸数1,61０戸（前年比1２戸減）、有収率８２.6％（前年比
２.1％減）となり、収支の状況は受託工事費の増加等により純損失11,66２
千円となりましたが、前年度繰越利益剰余金を充当し厳しい経営環境の中
で努力されており評価をするところでありますが、平成２２年度においても
未収金の増加がみられるので、今後とも利用者間の公平感を失われぬよう、
より一層の収納対策に努力されるよう望みます。



財
源
積
立
と

住
民
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
▼
健
全
財
政
へ
の
取
組
と

「
今
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
大

切
に
す
る
」
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
様
に
か
ん
が

え
る
か
。

Ａ
▼
将
来
の
住
民
負
担
の
軽
減

を
考
え
、
今
後
必
要
と
な
る
基

金
は
積
立
を
し
、
財
産
を
伴
わ

な
い
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
行

い
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
損
な
う
事
を
避
け
つ
つ
、

内
部
管
理
経
費
の
圧
縮
を
図
り
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。自

動
車
学
校
の

運
営
管
理

Ｑ
▼
決
算
で
黒
字
に
な
る
の
な

ら
、
補
正
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
予

算
の
精
度
を
高
め
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
▼
前
年
度
の
決
算
見
込
み
を

立
て
、
補
正
予
算
を
出
し
て
い

ま
す
が
、
高
校
生
の
入
校
見
込

み
が
充
分
立
た
な
い
の
が
現
状

で
、
更
に
、
職
員
数
の
減
に
伴

い
、
貸
付
金
の
減
額
補
正
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

三
月
の
補
正
で
指
定
管
理
料

を
支
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
入
校
生
徒
数
が
多
く
、
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
収
支
の

計
画
は
月
々
行
な
わ
れ
、
町
に

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
適
正
な
運
営
を
行
い
ま
す
の

で
理
解
願
い
た
い
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

担
当

Ｑ
▼
現
在
、
建
設
課
の
所
管
で

あ
る
が
、
体
力
の
増
強
、
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
、
所
管
を
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
▼
利
用
率
向
上
の
た
め
に
、

運
営
所
管
の
変
更
は
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、

野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
管

理
し
て
い
ま
す
し
、
一
体
的
な

運
営
を
す
る
こ
と
で
、
行
事
や

宣
伝
Ｐ
Ｒ
の
効
果
あ
る
と
お
も

い
ま
す
。
内
部
で
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

利
雪
に
よ
る

町
づ
く
り

Ｑ
▼
も
は
や
「
利
雪
の
町
」
は

沼
田
町
だ
け
で
は
な
い
。
沼
田

町
の
独
自
性
を
出
す
た
め
に
イ

メ
ー
ジ
戦
略
か
ら
、
科
学
的
な

攻
め
の
戦
略
に
移
行
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
▼
『
沼
田
町
食
料
貯
蔵
流
通

備
蓄
基
地
構
想
』
の
策
定
か
ら

十
数
年
経
過
し
、
国
も
食
料
備

蓄
に
関
す
る
調
査
を
予
定
し
て

い
る
等
、
食
料
備
蓄
の
考
え
方

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
雪
と
共
生
す
る

町
づ
く
り
推
進
計
画
を
策
定
し
、

町
行
政
の
進
む
べ
き
方
向
、
指

針
を
示
し
、
利
雪
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

特
定
健
診

受
診
率
向
上

Ｑ
▼
特
定
健
診
受
診
率
が
四
十

％
と
低
く
、
受
診
率
を
上
げ
る

為
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
提
供
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
▼
平
成
二
十
四
年
度
目
標
を

六
十
五
％
に
置
い
て
お
り
ま
す

が
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

受
診
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
、

結
果
的
に
後
期
高
齢
者
支
援
金

と
い
う
国
保
税
に
係
る
部
分
に

つ
い
て
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
加
算

が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
に
説

明
し
、
受
診
率
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

就
農
支
援
農
場
の

体
制

Ｑ
▼
農
場
業
務
の
中
で
、
通
常

時
間
内
で
牛
の
飼
育
管
理
を
行

っ
て
い
る
が
家
畜
の
状
況
に
応

じ
た
管
理
を
す
べ
き
で
あ
り
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

Ａ
▼
現
況
は
、
四
名
で
一
ヶ
月

シ
フ
ト
割
を
行
い
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

職
員
配
置
の
問
題
、
少
年
に

対
す
る
指
導
、
さ
ら
に
フ
レ
ッ

ク
ス
に
よ
る
給
与
体
系
の
検
討

な
ど
現
在
の
環
境
で
は
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。

9
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産建福祉常任委員会所管事務調査報告
調査項目◉農地の集積について

委 員 長　絵内勝己
副委員長　鵜野範之
委　　員　上野敏夫

渡辺敏昭
津川　均

本
町
の
農
地
の
集
積
状
況
は

平
成
十
三
年
度
か
ら
農
地

流
動
化
対
策
事
業
が
取
り
組
ま

れ
、
事
業
費
九
千
八
百
万
円
の

執
行
に
よ
り
、
順
調
に
農
地
の

集
積
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
農
業
経
営
体
戸

数
が
一
八
五
戸
を
切
り
、
高
齢

化
も
進
み
後
継
者
を
有
し
な
い

農
家
戸
数
が
増
加
し
て
お
り
農

業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本
町
に

お
い
て
地
域
の
持
続
的
発
展
を

図
る
上
で
も
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
日
本
経
済
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
な
ど
農
業
を
含
め
た

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
、
今
後
は
国
際
競
争

の
な
か
生
き
残
り
を
か
け
た
農

業
構
造
の
改
革
が
求
め
ら
れ
、

生
産
基
盤
の
維
持
向
上
や
農
産

物
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
農
業

の
六
次
産
業
化
な
ど
、
農
地
集

積
を
基
軸
と
し
た
今
後
の
沼
田

農
業
課
題
を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
中
で
、
共
通
課
題
と

し
て
今
後
も
規
模
拡
大
の

意
向
は
強
く
円
滑
な
農
地
の
流

動
化
と
、
継
続
的
な
地
域
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
や
担
い
手
（
後
継

者
、
配
偶
者
、
新
規
就
農
者
）

対
策
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、
同
じ
課
題
を
別

の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

栗
山
町
と
む
か
わ
町
で
の
取
り

組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。
栗
山

町
で
は
㈶
栗
山
町
農
業
振
興
公

社
が
平
成
十
六
年
に
農
地
保
有

合
理
化
法
人
の
認
可
を
受
け
て

お
り
、
農
地
保
有
合
理
化
事
業

の
取
り
組
み
と
、
担
い
手
対
策

な
ど
農
業
施
策
全
般
を
、ま
た
、

合
併
町
で
あ
る 

む
か
わ
町
で
は
、

農
業
セ
ン
タ
ー
で
の
農
協
と
町

と
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
と
、

新
規
就
農
者
対
策（
研
修
農
場
、

新
規
就
農
者
支
援
策
）
を
含
め

研
修
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
地
域
も
産
業
の
空
洞

化
に
よ
り
過
疎
化
が
進
行
し
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
核
と
し
た
地
域
再
生
維

持
を
図
る
た
め
、
課
題
解
決
に

向
け
た
地
域
独
自
の
施
策
を
展

開
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
も
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
と
担
い
手
不
足
が
続
き

円
滑
な
農
地
流
動
化
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
急
激

な
農
地
の
流
動
化
は
地
域
の
崩

壊
や
産
業
の
弱
体
に
つ
な
が
る

こ
と
も
想
像
さ
れ
る
こ
と
か
ら

緩
や
か
な
農
地
流
動
化
が
必
要

と
考
え
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
沼
田
町
の
農
地
集
積
に
つ

い
て
、
下
記
を
も
っ
て
調
査
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

むかわ町での研修

記

1）農地の流動化は今後もさらに進むことが想像さ
れるため、営農効率を考慮した集積が図られる
よう支援誘導策が必要であります。

2）持続する沼田農業を構築するためには、農地と
新規就農者など農業の受け皿となり得る法人経
営体の育成と、個別完結型農業を補完する作業
受託組織の育成が急務であります。

3）営農経営形態が多様化するなかで、農業後継者
や新規就農者が安心して就農できる支援策、支
援体制の構築とこれらを一元的に 
サポートする窓口の設置が必要で 
あります。
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総務民教常任委員会

研修報告『地域資源の活用について』
2011年10月12日㈬～13日㈭清里町、美幌町

補助金「事業」のより積極的な取り組み

商工会と農協の二元論を超える取り組み

オリジナル商品の開発の工夫

清里町焼酎醸造事業所

美幌商工会議所

きよさと観光協会
奥山英明 事務局長

　農家との連携は、調査研究事業のプロジ
ェクト委員に農協の職員で部長職１名と蔬
菜組合の組合長、農業従事者もメンバーに
入っている。行政からも商工、農政、畜産
各部局から係長がメンバーとして参加。「知
らない」とは言わせない組織作り。
　予算は100％補助を目指し、常に日本商工
会議所にそうなるよう確認しながら事業を
実施している。

　商工業者よりも元気がいいのは
農家だが、なかなか商工会主催の
イベントなどに参加してくれない。
そこで、農家の作る小麦粉で冷麺、
乾麺、ラーメンを商品開発し、観
光協会の組織力で全町的な盛り上
がりを演出した。すると、農家が
商工会に入会してパン屋を始める
など波及効果が大。

　健康ブームで成長市場にある「飲料酢」の分
野に、高級果実の地元産メロンを原料とした醸
造酢を開発し進出する。同時に地元産の他の果
実など、複数の醸造酢の開発も行っている。
　さらに本格焼酎ブームの中、すでに製造中の
「じゃがいも焼酎」に続き、かぼちゃ・長いも
などを原料に開発。これら果実酢と焼酎を地域
の特産品に育てるべき事業を展開中。



12

「
議
会
広
報
」

二
〇
一
二
年
二
月
九
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　野田総理はＴＰＰ参加に向けて各国と協議入りを
するという微妙な言い回しを昨年して、参加しよう
としています。
　私たち農業団体は当初、農産物が自由化されれば
離農する農家が増え、日本の食糧の自給率が下がる
との見方から反対していました。
　しかし時が経つにつれ、それだけでは済まない状
況になることが少しずつ解ってきました。
　問題点は
１．多国間交渉と言いながら、中身はアメリカとの
二国間交渉である。

２．交渉内容は成立するまで非公開である。
３．関税撤廃も影響が大きいが非関税障壁の撤廃は
もっと国民に影響を与える。

４．『毒素条項』と呼ばれる幾つかのアメリカに都
合のいい条項がある。

　多国間交渉という前提があるので表面上は各国の
条件は同じように仕組まれてはいますが、中身を精
査すると、あれ？と思うほどアメリカに有利です。
　この他にも沢山あり、紙面の関係上詳細はここで
は伝えられません。
　これらが締結された場合、日本はほんの少しの富

裕層とほとんどの貧
困層にはっきり分か
れてしまいます。
　つまり極端に言う
と、ＴＰＰは貧困を
輸出入する仕組みな
のです。

沼田町農民協議会　委員長　小 峯 　 聡

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

議
会
で
議
論
を
す
る
と
、「
費

用
対
効
果
」
か
、「
予
算
に
し

ば
ら
れ
な
い
自
由
な
発
想
」か
、

と
両
極
の
意
見
が
し
ば
し
ば
出

さ
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
無
駄
な
予
算
も

い
け
ま
せ
ん
し
、
不
自
由
な
発

想
に
も
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
こ
の
両
方
が
必
要
な

の
で
す
。

　

同
様
に
昨
年
四
月
の
町
長
選

挙
で
は
「
政
策
」
か
、「
手
法
」

か
、
が
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。
こ

れ
も
同
様
で
、
ど
ち
ら
か
一
つ

だ
け
が
答
え
な
の
で
は
な
く
て

両
方
が
必
要
な
の
で
す
。

　

ま
も
な
く
金
平
町
長
の
戦
略

予
算
が
い
よ
い
よ
発
表
さ
れ
ま

す
。「
費
用
対
効
果
」
も
、「
予

算
に
し
ば
ら
れ
な
い
自
由
な
発

想
」
も
、
そ
し
て
「
政
策
」
も

「
手
法
」
も
。
こ
れ
ら
を
同
時

に
満
た
す
鮮
や
か
な
提
案
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

　

ま
る
で
初
雪
が
根
雪
の
よ
う

な
厳
寒
の
な
か
、
多
く
の
方
が

熱
心
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

基
礎
工
事
の
段
階
で
す
の
で
、

ち
ょ
う
ど
設
計
図
面
の
よ
う
に

全
体
が
見
渡
せ
る
状
態
で
し
た
。　

　

十
月
末
ま
で
は
計
画
通
り
に

進
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
十

一
月
か
ら
は
雪
で
少
し
遅
れ
気

味
の
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
で
も

十
二
月
末
か
ら
三
月
二
十
日
ま

で
の
冬
期
間
の
工
事
休
業
を
は

さ
ん
で
、
年
度
内
出
来
高
予
定

の
四
十
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に

は
近
づ
け
る
よ
う
で
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
い
っ
た
ん

取
り
止
め
に
な
り
か
け
た
「
雪

冷
房
」
と
「
太
陽
光
発
電
」
の

復
活
を
強
く
要
望
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ

れ
ら
の
規
模
は
計
画
よ
り
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
が

日
増
し
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
今
、

引
き
続
き
注
視
し
て
ゆ
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
備
品
の

議
論
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

完
成
予
定
は
今
年
の
十
二
月

で
す
の
で
、
今
の
小
学
校
五
年

生
は
、
六
年
生
に
な
る
と
三
学

期
だ
け
で
も
新
し
い
校
舎
を
体

験
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
一
月
二
十
五
日

沼
田
小
学
校
の
改
築

工
事
を
視
察
し
ま
し
た
。

貧困を輸出入するＴＰＰ


